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J 0 J122「｜（火）～ 12月7日 （土）
ただし，一般公開に先立ち，本学教職只 ・学生には21日（月）
に特別に公開しますので，多数ご観覧くださL、。
月JIM1～金｜阪口 9 30～16 30 
上JIM「I 9 30～J 2 . 00 
（入館は閉館30分前まで ・円祝1Lt休館）
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（一一の糊と…→アナ一。フ。ロテインシ一ケンサ一（左－七）， DN Aシンセサ i
イザー （右上），バイオイメー ジアナライザー （左下）， I 



















































































<fイヨ ハング オクゴy eイソク ニンジy
は，柴胡 7gr，半夏，賞苓，大事各 5gr，人参 3
カンゾウ :IJ:/iノヨウキヨク
gr，甘草 2gr，乾生菱 lgrを1日主として，約
600 mlの水に混じ，約半量になるまで煮つめ，布
で癒して服用する。これが基本処方であるが，
個々の病態の変化に応じて処方の変更が考えられ
る。いわゆる匙加減で，加減方と呼ばれている。
正しい漢方的診断を無視して，慢性肝炎には小
柴胡湯が有効であるという一般的理由で服用し続
けていると，効かないばかりでなく，食欲不振そ
の他の副作用に悩むことがある。自己流に，素人
判断で，漢方薬は安全だと決めないでほしし、。正
しい処方を，正しい調合と正しい使い方で服用し
て，はじめて有効となるのである。
漢方・治療は，数千年の歴史と経験をもちなが
ら，その科学的解明は，今，緒についたばかりで
ある。現代医療と ，如何にかかわりあうか。その
成果を期待したい。
（保健診療所木村泰子）
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南井良一郎防災研究所教授
本学防災研究所教授南井良一郎先生は， 9月
15日逝去された。享年60。
先生は，昭和28年3月京都大学工学部建築学科
卒業，昭和33年3月同大学院工学研究科博士課程
を単位修得退学後，京都大学工学部助手，同防災
研究所助教授を経て，昭和41年4月同教授に就
任，地徹底害研究部門を担任された。
この間，木学及び他同公立大学において，研究
・教育指導に当たり，多数の有能な人材を育成さ
れた。また，防災研究所の将来計同検討委員会委
員長，資料センター主任などを歴任，所内研究体
制の発展にj求力された。
先生の専門分野は建築構造学，耐震て学であ
り，構造物の非定常非線形地民応符解析，地紘一
機造物の非線形動的相互作用，確率論的地民応符
解析などの独創的な研究で学会の指導的役割を果
たされ， lH和43年度日本建築学会貨を受賞され
た。主要な著書に『地震工学における確率論的ア
プローチ』（英文）などがある。
先生は，日本建築学会監事，評議員，振動運蛍
委員会委員，耐震構造研究部会主査などを歴任さ
れ，学会活動に貢献された。同際的には，日米矛｜
学協力セミナーの代表者，専門誌の編集委員とし
て活躍された。
ここに謹んで哀悼の立を友します。
（防災研究所）
山岡亮一名誉教授
木学名誉教授 山岡亮一先生は， 9月21Fl逝去
された。享年82。
先生は，昭和9年京都帝国大学経済学部を卒業
後，大学院を経て，同11年京都帝国大学経済学部
講師となり， 2度にわたる兵役後，同大学に復似
し，同21年同大学助教授，同24年京郎大学教J受に
就任。その後，京都大学評議員，学生部長，経済
学部長等をH主任して，京郎大学の管PH運営に良市た
され，同47i'foニ4月京郎大学名誉教綬の称号を授ケー
された。
木学在臓の最終年度!If{和46年8月には高知大学
学長に就任し（同46年9月から同47年3月までは
京郎大学経済常部教慢を併任），同56年8月まで
のJ0年間高知大学の発展に貢献された。この間，
高知医科大学の創設にも参両，創設準備委員長と
して同大学の：没同に努力し，設内後は尚知医科大
学参与として，同大学の管Fi!.・！Ii’；:f,・に以）Jされ
た。
先生の専門は，段業経済学で， ,f>；術域で数多く
の優れた研究業績を残されたが，小出経済Jl!,i，命の
独白の追を開妬した功績はとくにfu!Ji汗である。J也
代論や土地所有論等の研究に本絡的に取り組み，
小経営的生産様式の生成 ・発展 ・消滅の過程を世
界史的観点から追求して，過渡的地代形態の位i丙
づけを明確にするとともに，資本主義ーにおける主
要な出業問題を小段問題として把射するという独
円の立場を確立し，主主E『農業経済即IJ1告の研究』
として結’Jだした。いまひとつの大きな研究分野
は，戦後日本農業の実証的研究である。日本農業
史上に阿期的な芯；J受をもっ農地改.・，・.：の研究を手が
け， 『大阪府民地改革史』編纂で中心的役割を果
たされた。その後も，実態調査を通じて農村の現
実から虚心に学び，白己のJ!I論を検証していく」工
場を堅持し，先生が中心になって20余同にわたる
農村調査を全国各地で実施した。こうした調任結
果を踏まえて，農林業問題の研究で学界に一石を
投じたのが，『現代農業問題入門』（共符）及び
『林業労働の研究』（共著）である。
これらの研究業綴，学術上の員献にたいして，
昭和56年に勲二等｝[l日重光章を授与された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（経済学部）
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